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１．はじめに
2008年の「リーマン・ショック」に象徴される米国の金融危機による世界同時不況以降，日本の
地方経済の疲弊が一段と進んでいる。また，財政破たんした「夕張市」にみられるように，地域に
よっての経済格差が広がっており，財政が豊かな地域とそうではない地域といった地域間格差が明
確になってきている。そのような地方において，現在，地域や地域産業の活性化の一方策として，
地域ブランドを活用し，地域住民の消費の向上や観光客などを呼び込み，地域に活力を与える起爆
剤として地域ブランドの存在が注目されている??。
しかし，地域ブランド戦略については，地域団体商標制度が導入されて以降注目されるようになっ
たため，その戦略手法について一様ではない。また，これまでの商標法では認められなかった「地
域名」＋?商品名」の商標登録が，地域団体商標制度を利用することで認められるようになり，地域
団体商標制度を利用した地域ブランド創造が活発化してきているのである。
そこで，本稿では，地域ブランドを如何に創造し，戦略として地域で活用していけるのかという
問題意識のもと，特に，地域団体商標制度を中心とした地域資源等を利用した「地域発のブランド」
におけるブランド戦略の在り方について検討する。
２．地域ブランドの概念整理と地域団体商標制度
⑴ 地域ブランドの概念と特質
そもそも地域ブランドとは何であろうか？ また，地域ブランドは，ブランドの概念にどのよう
に位置づけられるのであろうか？
まず，ブランドについて規定する。ブランドとは，「自社の商品・サービス及び自社自身を競合他
社のそれと区別するためのネーム，コンセプト，ロゴタイプ，シンボルマーク，デザイン，カラー
などの総称あるいは組み合わせ」と捉えることができる。また，地域ブランドは，ブランドの分類・
形態の１つとして捉えられている。そのようなブランドの分類・形態の１つとして，図表１のよう
なブランドの所有者及び分類方法による捉え方があり，そのなかで地域ブランドは，ブランドの所
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有者が地方公共団体あるいは各種団体等であり，展開エリアがかなり狭く，一定地域や限定場所の
みといった位置づけのブランドである。
図表１ ブランドの分類及び形態
ブランドの種類 所 有 者 展 開 エ リ ア
グローバル・ブランド 製造業者あるいは流通業者 かなり広い（世界中）
ナショナル・ブランド 製造業者 広い（日本全国）
プライベート・ブランド 流通業者 狭い（流通業者の店舗のみ）
地域ブランド 地方公共団体あるいは業界団体等 かなり狭い（一定地域・限定場所のみ）
（出所）筆者作成
また，地域ブランドの概念についても様々な捉え方がある。久保田（2004年）のなかで，地域ブ
ランドは「地域そのもののブランド」の意味（例えば，湯布院）で用いられることもあれば，「地域
発のブランド」の意味（例えば，関さば）として用いられることもある??としており，言葉の使い方
についても多様に用いられている。地域ブランドの概念については，特許庁（2009年）によると，
地域ブランドとは，「その地域に存在する自然，歴史・文化，食，観光地，特産品，産業などの地域
資源の『付加価値』を高め，他の地域との差別化を図ることにより，市場において情報発信力や競
争力の面で比較優位を持ち，地域住民の自信と誇りだけでなく，旅行者や消費者等に共感，愛着，
満足度をもたらすもの。」??と捉えている。また，電通 abic project（2009年）によると，地域ブラン
ドを「その地域が独自に持つ歴史や文化，自然，産業，生活，人のコミュニティといった地域資源
を，体験の『場』を通じて，精神的な価値へと結び付けることで『買いたい』『訪れたい』『交流し
たい』『住みたい』を誘発するまち」??と捉えている。その他にも，内田（2008年）によると，地域ブ
ランドは，「地域の価値が地域内の生活者，関連組織に共有され，それが地域外に発信され，定着す
ることによって構築されるもの」??と捉えている。また，阿久津・天野（2007年）によると，地域ブ
ランドを「地域活性化を目的とした，ある地域に関係する売り手（あるいは売り手集団）の，当該
地域と何らかの関連性を有する製品を識別し，競合地域のものと差別化することを意図した名称，
言葉，シンボル，デザイン，あるいはその組み合わせ」??と捉えている。
このように，地域ブランドに関する捉え方は様々であり，一様ではない。しかし，前述の捉え方
からまとめると，本稿においては，地域ブランドとは，「地域資源を利用した地域発のブランドを利
用し，①買いたい（特産品），②行きたい（観光），③交流したい（産業・商業）④住みたい（暮ら
し）を実現しうる地域の有形・無形の資産を人々に有用な価値へと結びつけ，それにより地域活性
化を図ることであり，競合する地域の差別化を意図した名称，言葉，シンボル，デザインあるいは
それらの組み合わせである。」と捉えることにする。
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⑵ 地域ブランドが注目される背景
地域ブランドが注目される背景には，2006年４月に施行された地域団体商標制度が大きく影響し
ている。地域団体商標制度とは，どのようなものであろうか？ 特許庁ホームページによると，地
域団体商標制度とは，「『地名＋商品名』からなる地域ブランドが商標権を得るための基準を緩和し，
事業協同組合や農業協同組合等の団体が商標を使用することにより，一定範囲の周知度を得た段階
で地域団体商標として早期に権利取得することを可能とした制度」??と明記されている。また，本宮
（2007年）によると，地域団体商用制度を「地域ブランド化の取り組み（地域発の商品・役務のブ
ランド化を通じ，地域経済の活性化に繫げようとする取り組み）をより適切に保護することに主眼
をおいて採用された制度」??と捉えている。つまり，地域団体商標制度とは，「①『地名＋商品名』か
らなる地域ブランドが商標権を得るための基準を緩和し，②各種関連団体がある程度周知された地
域団体商標の使用等の権利を取得することで，③地域活性化に繫げるとともに，地域団体商標を保
護することを目的に採用された制度」といえる。
⑶ 地域団体商標制度の利用状況
地域団体商標制度の利用状況については，図表２によると，2009年９月末時点で出願件数は，合
計で912件である。都道府県別に見ると第１位が京都で142件，第２位が兵庫で54件，第３位が北海
道で40件，第４位が岐阜と沖縄で38件，第６位が石川で36件，第７位が愛知で31件，第８位が新潟
で30件，第９位が東京で26件，第10位が長野で24件等となっている。特に，京都は142件の出願があ
り，地域に根ざした産業や特徴のある特産物が数多く存在していることが窺える。
図表２ 都道府県別地域団体商標制度の出願件数（2009年９月末時点)
北海道 青 森 岩 手 宮 城 秋 田 山 形 福 島 茨 城 栃 木 群 馬
40 10 ９ 11 13 19 10 ５ ７ 10
埼 玉 千 葉 東 京 神奈川 新 潟 長 野 山 梨 静 岡 愛 知 岐 阜
８ 15 26 15 30 24 ９ 23 31 38
三 重 富 山 石 川 福 井 滋 賀 京 都 大 阪 兵 庫 奈 良 和歌山
18 11 36 21 18 142 11 54 14 14
鳥 取 島 根 岡 山 広 島 山 口 香 川 徳 島 高 知 愛 媛 福 岡
４ 11 11 23 ７ ４ ８ ７ 10 21
佐 賀 長 崎 熊 本 大 分 宮 崎 鹿児島 沖 縄 その他
９ 13 10 10 12 18 38 ４
（注） その他の４件は，外国（ジャマイカ，カナダ，イタリア，インド）からの出願。
（出所）特許庁「地域団体商標の出願状況について」 http://www.jpo.go.jp/cgi/link.cgi?url=/torikumi/
t torikumi/t dantai syouhyou.htm（2009年10月31日アクセス）
図表３は，産品別出願内訳一覧表であるが，これによると米や野菜，魚介類といった農水産一次
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産品が433件と最も多く，次いで工業製品230件，加工食品104件となっている。つまり，地産された
食料品などを地域団体商標制度を利用してブランド化しようとしていることが窺える。
また，実際に地域団体商標制度を利用した地域ブランドとして登録されている状況については，
2009年３月末現在425件の登録がある。具体的に，各都道府県でどのような地域団体商標制度を利用
した地域ブランドが登録されているのかを福井県と新潟県の事例でみていくことにする。
福井県は，2009年３月末現在11件の登録状況である。具体的には，越前漆器，越前竹人形，越前
打刃物，越前織，越前和紙，越前瓦，越前がに，若狭かれい，若狭塗箸，若狭ぐじ，若狭ふぐが該
当する。このように，福井県では，伝統産業品や特産物を中心に，越前，若狭という「地域名」＋?商
品名」という形態で地域ブランド化されている。新潟県は，2009年３月末現在８件の登録状況であ
る。具体的には，小千谷縮，小千谷紬，新潟清酒，安田瓦，新潟茶豆，越後上布，加茂桐箪笥，村
上木彫堆朱が該当する。新潟県では，小千谷，新潟，安田，加茂，村上といった「地名」や越後と
いった「地域名」＋?商品名」という形態で地域ブランド化されている。
図表３ 産品別出願内訳件数（2009年９月末時点)
農水産一次産品 加 工 食 品 菓 子 麵 類
433 104 31 35
酒 類 工 業 製 品 温 泉 そ の 他
18 230 44 17
（出所）図表２と同じ。
３．地域ブランド戦略とマネジメント手法
⑴ ブランド戦略と地域ブランド戦略
企業は，競合他社のブランドとの差別化を図り，収益を向上させるための様々な施策を実行して
いる。その施策の１つが，ブランド戦略である。ブランド戦略とは，企業がブランディングにより，
当該ブランドを顧客の頭やこころのなかに競合との「差別化されたブランド」として認識させ，ブ
ランドによって購買を促進させ，収益を高めるために採られる様々な戦略である。また，ブランディ
ングとは，消費者の頭やこころの中で当該ブランドを他のブランドと差別性を持って認識させ，ネー
ム，コンセプト，ロゴタイプ，シンボルマーク，デザイン，カラーなどのブランド要素と当該ブラ
ンドが持つブランド価値とを結びつけることで，消費者が記憶できるよう行われるすべての活動と
捉えることができる。
具体的に現在企業が注目しているブランド戦略の１つに，消費者の五感を活用したブランディン
グを通じての戦略がある。五感活用のブランディングとは，消費者の五感（視覚，聴覚，触覚，嗅
覚，味覚）でブランドを認識させ，記憶に留めさせることによって顧客ロイヤルティを獲得しよう
とするブランディング手法である。消費者は，五感を通じで当該ブランドを記憶しており，如何に
記憶に留めさせて購買に結び付けるかが企業の戦略課題であるといえる。
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一方，地域ブランドも企業ブランドと同様に，他のブランドとの差別化を図り，消費者にブラン
ド認知や購買促進のための活動を戦略的に行っていく必要がある。地域ブランド戦略とは，地域ブ
ランドを保有する公的機関（地方自治体や地域の業界団体など）がブランディングにより，①買い
たい，②行きたい，③交流したい，④住みたいと思う人々の頭やこころのなかに当該ブランドを競
合との「差別化されたブランド」として認識させ，ブランドによって購買を促進させ，収益を高め
るために採られる様々な戦略である。このような地域ブランド戦略が，地域ブランドを差別化され
たブランドとして消費者に認識してもらい，地域ブランドや地域そのものを知ってもらうことによ
り，如何に地域の活性化に繫げていけるかがその戦略課題であり，前述した五感活用のブランディ
ングの活用なども，そのような戦略課題の解決重要な方策の１つであるといえよう。
また，地域ブランド戦略については，小林（2009年）によると，次の２つのタイプに分類できる
としている。第１は，地域製品開発型ブランド戦略である。これは，地域そのものをブランドの範
囲とした製品開発や市場展開である。つまり，地域限定の製品開発や市場展開のなかで戦略的に地
域ブランドを活用していこうとする考え方である。第２は，地域価値向上型ブランド戦略である。
これは，ブランド戦略によって地域自体の価値の向上を目指したものである。特に，地方自治体や
地域の経済団体などの公的機関が地域活性化を目的に戦略を策定し，各個別主体の経営目標と連動
して行われるブランド戦略である。特に，地域価値向上型ブランド戦略は，地域の価値を如何に向
上させ，魅力ある地域づくりを行い，地域活性化に繫げられるかが課題となっている。また，地域
ブランド構築に関わる主体が多数あるため多くの課題もある??。
⑵ 地域ブランドのマネジメント手法
戦略的に地域ブランドを活用するには，そのマネジメントも重要な課題の１つとなる。特に，地
域ブランドをマネジメントしていく場合，「地域ブランド」の概念が多様な意味合いを含んでいるた
め，そのアプローチの方法は，地域そのもののブランド価値向上を目指した「地域そのもののブラ
ンド」マネジメントと地域資源を利用して地域活性化に繫げて行こうとする「地域発のブランド」
マネジメントに分けて捉えていく必要がある。
前者の場合，久保田（2004年）では，地域ブランドの特徴を①地域ブランド化の主体が不明確で
あること，②ブランド化する地域の範囲も所与でないこと，③ブランド化される対象である「地域」
そのものに意識があるため，数多くの自律的な人々によって地域ブランド・アイデンティティが共
有され，拡散的に放出されていくことによって構築されることの３点から捉えている。そのため，
地域外部の人々の地域ブランドに対するイメージと地域ブランド・アイデンティティを一致させる
だけでなく，地域内部の人々の地域ブランドに対するイメージと地域ブランド・アイデンティティ
の一致及び地域外部と地域内部の地域ブランドに対するイメージを一致させていく必要があるとし
ている。しかし，現実には，３つの側面にはギャップが存在し，それを如何に埋めていけるかが地
域ブランド・マネジメントの課題である。その解決には，地域ブランドのマネジメント主体（自治
体，当該地域の産業振興会，あるいは商店街の有志）が，①地域の範囲，ターゲット策定，地域ブ
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ランド・アイデンティティの構築を含む地域ブランドのコンセプトの検討，②地域ブランド・アイ
デンティティの共有と肯定的態度の形成による地域内部の人々・組織のマネジメント，地域のブラ
ンド・アイデンティティの理解と評価による地域外部の人々・組織のマネジメントが必要であると
している。特に，地域のブランド・アイデンティティの発信においては，地域ブランドのマネジメ
ント主体が，地域インフラの整備や広報活動だけでなく，地域内部の人々や組織が地域外部の人々
や組織に対して発信しやすくするためのルールやガイドラインの策定，ツールやイベントの提供な
どを行っていくことが課題であることが指摘されている???。つまり，「地域そのもののブランド」マ
ネジメントにおいては，地域ブランド・アイデンティティを含む地域ブランド・コンセプトの共有
を図っていくための施策が必要になってくるのである。
後者の場合，「地域発のブランド」マネジメントにおいては，地域資源の有効活用が重要となる。
谷本（2008年）では，地域資源のブランド化を①特産物，②観光資源，③暮らし・生活の３側面か
ら考察している???。①特産物とは，特定の地域において産出されるその地域ならではの製品（農水産
物やその加工品，畜産品，工業製品，伝統工芸品など）である。そのような特産物を利用して「地
域発のブランド」を構築し，マネジメントしていく場合，他の地域との製品差別化や品質管理，模
倣品や偽物などから当該製品を保護し，産地の信用を如何に高めていけるかが課題となってくる。
②観光資源とは，地域の自然環境，史跡，建築物，街並み，商店街，祭り，催事（イベント）など
多岐にわたっている。観光資源を利用した「地域発のブランド」の構築・マネジメントでは，観光
客の「経験価値」を向上させるための，ハード面・ソフト面あるいは物的・人的な要素からの取り
組みが必要となる。一例としては，地域住民のホスピタリティの在り方を模索していくことも重要
となる。③暮らし・生活では，地域の暮らし・生活そのもののブランド化と地域固有の暮らしや生
活を地域外の人々に手軽に体験してもらえるようなサービス（グリーン・ツーリズムなど）のブラ
ンド化の２つの側面があり，両ブランド化によって定住者の増加に繫げられるようなブランド・マ
ネジメントが必要となる。このような地域資源を活用した「地域発のブランド」マネジメントにお
いては前述した３つの側面の地域資源間の連携を強め，シナジーを生み出していく必要があろう。
４．地域ブランド戦略の事例研究―地域団体商標制度との関わりにおいて―
地域は，どのように戦略的に地域ブランドを利用しているのかを地域団体商標制度の関わりにお
いて考察する。なお，事例として，今治タオル（愛媛県），越前和紙（福井県），新潟清酒（新潟県），
小千谷縮（新潟県）の４つの事例から考察する。
⑴ 今治タオル（愛媛県）の考察
愛媛県今治市は，愛媛県の北東部に位置し，「タオルと造船の町」として知られている。特に，タ
オルは，日本一の生産高を占めており，図表４のように生産高シェアも2008年において49.7％とほ
ぼ５割を占めている。しかし，生産量は過去10年において年々減少傾向にあり，歯止めがかかって
いない状況である。
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そのようにタオルの生産量及び生産額が減少する背景には，安価な中国製のタオルが日本に進出
していることがある。特に，消費者の可処分所得の減少は，消費者の消費構造を大きく変化させて
いる。その１つが「消費の二極化」に表れている。それは，消費者にとってこだわりのあるものに
は，お金をかけるものの，そうではないものにとっては，ある程度の品質が保証されているなら出
来るだけ安く買いたいとする消費者心理が働いており，消費者が，ファスト・フードやファスト・
ファッション，あるいは，流通業者ブランドである PB（プライベート・ブランド）に注目している
ことに符合している。特に，「タオル」は，一般的には消耗品という認識が強く，コモディティ???化
しやすい商品群である。そのため，安価な中国製タオルは，消費者にとって魅力があり，タオルの
生産量及び生産額の減少に拍車をかけている。そこで，今治では，中国製タオルにはない「付加価
値」の創出つまり，ブランド化を図ったのである。四国タオル工業組合は，特許庁に対して2006年
に地域団体商標制度に出願し，2007年６月に特許庁から登録査定を受け，地域団体商標として認め
られている。今治タオルの特徴は，1884年（明治27年）今治市でタオル製造が開始され，その後，
高級タオル産地へと発展している。また，天然の軟水を用いてさらしを行うことで繊維にやさしい
仕上げ，繊細かつ柔らかな風合いや鮮やかな色が表現されたものとなっている。また，安価な中国
製品に対抗するため，安さよりも吸水性の質重視の戦略を採っている。つまり，中国製品にはない
「付加価値」を創出し，地域団体商標として登録されることでブランド化を図っているといえる。
また，今治タオル産地では，タオル選びのアドバイザーを育成することを目的に，2007年９月より
タオルソムリエ資格試験を実施し，全国で445名のタオルソムリエが誕生している???。
このように，地域ブランド戦略の一環として，タオル選びのプロを育成することで，今治タオル
等国内のタオルの普及に努めるとともに，「今治タオル」のブランド化に役立てているといえる。
図表４ 過去10年間のタオル生産量・生産額の推移
1999年 2000年 2001年 2002年 2003年 2004年 2005年 2006年 2007年 2008年
全国生産数量（トン） 56,918 48,569 41,918 36,325 30,870 28,476 26,126 23,631 21,321 20,676
今治地区生産数量（トン） 31,477 27,309 23,398 20,206 16,239 15,569 13,643 12,207 10,546 10,276
今治地区生産額（億円） 447 388 333 287 231 221 194 174 150 146
今治生産量シェア 55.3％ 56.2％ 55.8％ 55.6％ 52.6％ 54.7％ 52.2％ 51.7％ 49.5％ 49.7％
（出所）平成20年度統計表 http://www.stia.jp/pdf/h20tokei.pdf，４頁，（2009年10月27日アクセス），http://
www.stia.jp/data/suii2.pdf，１頁，（2009年10月27日アクセス）より抜粋。
⑵ 越前和紙（福井県）の考察
越前和紙の産地は，福井県越前市（旧今立町）である。全国に和紙の産地は，多数あるものの手
漉き和紙では日本一のシェアを誇っている。特に，現在一般に使用されている日本の紙幣は，この
越前和紙の産地である今立の技術から生まれている???。
越前和紙の特徴は，楮（こうぞ）・三椏（みつまた）・雁皮（がんぴ）・麻などの強い繊維をはじめ，
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木材パルプ繊維を上手く調和させ，ネリには，ノリウツギやトトロアオイなどを使うことで丈夫で
美しく素朴な味のある紙となっている点にある。紙漉きの工程は，大きく煮沸，叩解（こうかい），
抄紙（しょうし）の三段階に分けられる。煮沸とは，繊維質を抽出しやすくするために原料を加熱
処理すること，叩解とは，繊維質を叩いて分解すること，抄紙とは，その繊維質をもとに紙を漉い
て行く作業のことである???。また，図表５は，越前和紙の８つの基本工程を示したものであるが，多
様な工程を経て，和紙が出来上がっていることが理解できる。また，そのような８つの工程は古く
から伝えられている伝統的技法であり，さらに和紙の種類によっては，職人による追加工程があり，
長い年月における創意工夫により，これらの工程を忠実・丁寧に行うことで，和紙本来の美しく滑
らかな和紙を作ることが可能となっている???。また，福井県和紙工業協同組合では，特許庁に対し「越
前和紙」の地域団体商標としての登録を2007年に出願し，2008年６月に特許庁から登録査定を受け，
地域団体商標として認められており，「越前和紙」を地域ブランドとして地域の産業・観光に役立て
ている???。
そのため，新商品開発にも積極的であり，多種多様な和紙の製造を行っている。具体的には，コー
スターや紙製のランチョンマットの作成である。このように「越前和紙」の伝統を守るための革新
（変化）を行い，より生活に密着した製品開発戦略を採ることで地域ブランドの育成を図ろうとし
ている。また，福井県和紙工業協同組合では，原材料の共同購入の時から，組合員が和紙を生産す
るまでの履歴を残し，問い合わせがあれば誰がいつどのような材料群を使用して生産したのかを
Web上で公開できるような仕組みである「和紙トレーサビリティ制度」を導入し，越前和紙の品質
と安全を保証する???など「越前和紙」という地域ブランドの価値を高めるよう努めている。
図表５ 越前和紙の基本工程
工 程 特 徴
①水漬け・洗い 原料（楮，三椏，雁皮等）を清水に漬け置きし，その後洗う。
②煮る 原料を草木灰もしくはソーダ灰等が入った溶液で煮る。
③灰汁出し 煮た皮の灰汁気を水で洗い流す。
④塵選・晒し 皮についている塵を取り，皮の中に残っている有色の非繊維を取り除く。
⑤叩解 「煮沸」工程を経た皮を叩きほぐす。
⑥抄紙 紙を漉く工程である。越前和紙では『流し漉き』『溜め漉き』の２つの手法がある。
⑦圧搾・乾燥 漉いた紙を圧搾して水分を搾り，その湿紙を乾かす。
⑧仕上げ 『選別』『ドーサ』『艶出し』『断裁』『包装』の作業を行い仕上げる。
（出所）越前和紙 福井県和紙工業協同組合 http://www.washi.jp/introduction/main02.html（2009年10月31
日アクセス）
⑶ 新潟清酒（新潟県）の考察
新潟といえば，「米処」「酒処」である。その「酒処」である清酒については，図表６によると，
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灘地区がある兵庫，伏見地区がある京都についで生産量シェアは３番目である。
新潟清酒の特徴は，一言でいえば，「淡麗辛口」である。新潟の酒があっさりしている訳は，酒の
材料にある。酒といえば，「米」と「水」である。米は，1957年，酒造好適米「五百万石」が誕生し，
この米を使った酒は雑味・汚れの少ない綺麗な味わいとなったのである。また，水は，新潟といえ
ば全国有数の豪雪地帯であり，その雪解け水は，ミネラル分が少ない軟水であり，その水を使って
仕込むと厳しい寒さと相俟って発酵がゆっくりと進むことになり，酒質が淡くなるのである???。
また，清酒造りは，「１に麴，２に （もと），３に造り」が重要であるといわれている。具体的
に，越後桜酒造の「大吟醸 越後桜」の製造工程を見ていくことにする。越後桜酒造では，清酒造
りを①洗米，②蒸米，③放冷，④麴造り???，⑤酒母（もと）造り???，⑥もろみ造り???，⑦圧搾，貯蔵，
⑧瓶詰，製品の８つの工程を経て行っている。また，このような製造過程を「越後杜氏」が率いる
技術集団によって受け継がれていることが清酒の高品質さを保つことに繫がっているのである???。
このように，清酒は，米や水という私達に欠かせない食物を使って，伝統集団の「職人の技」によっ
て磨き造られた作品であるといえよう。
さらに，このような清酒を地域ブランドとして活用していこうとする動きがみられている。それ
が，新潟清酒の地域団体商標制度を利用した地域ブランドとしての確立である。新潟県酒造組合で
は，特許庁に対し「新潟清酒」の地域団体商標としての登録を2006年に出願し，2007年３月に特許
庁から登録査定を受け，地域団体商標として認められている。それにより，「新潟清酒」を地域ブラ
ンドとして活用することで，新潟地域の清酒に関するさらなるイメージアップや需要振興拡大を図
ろうとしているのである。
図表６ 日本における都道府県別清酒生産量
（平成19年度，第５位まで，単位：キロリットル)
順 位 県 名 数 量
１ 兵 庫 198,882
２ 京 都 109,335
３ 新 潟 49,845
４ 埼 玉 25,669
５ 愛 知 25,067
（出所）国税庁統計年報酒税（平成19年度) http://www.nta.go.jp/kohyo/tokei/
kokuzeicho/sake2007/pdf/suryo.pdf，208頁。（2009年10月31日アクセス)
⑷ 小千谷縮（新潟県）の考察
新潟県小千谷市は，小千谷縮の産地として知られている。小千谷の麻織物は，千年以上も前から
将軍家への献上品として贈られている。また，昔ながらの技術・技法で作られる小千谷縮は，1955
年に国の重要無形文化財に指定???されるとともに，1980年に，伝統的技法と伝統的に使用された原材
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料を用いていることから，伝統工芸品として指定されている。小千谷縮の特徴は，天然素材100％の
麻と織が一体となり，しなやかで優しい柔らかな肌触りをつくり，独特のシボ（シワ）が涼感を際
立たせていることにある。原料は苧麻（ラミー）からとる麻糸で，盛夏用の和装着尺として知られ
ている。また，最近では，着物・浴衣・作務衣・甚平のほか洋服・浴用タオルなど様々な商品開発
が行われている???。製造工程は，①糸づくり，②絣（かすり）つくり，③織り，④仕上げの４つの工
程を経て小千谷縮が完成する。糸づくりでは，小千谷縮独特のシボを出すために，麻の緯糸に強い
撚（よ）りをかけている。絣つくりでは，絵模様に基づいて定規をつくり，染色は，「すり込み」技
法で模様付けを行っている。織りでは，経糸に，模様付けされた緯糸を１本１本柄を合わせながら
織り上げている。最後の仕上げでは，木製の水槽に微温湯を入れ，反物を手繰りこみ，湯もみし，
天井から吊るした縄にかけ，全長をまんべんなく手でもみながら，シボ出しを行う。その後，雪で
晒し風合いと光沢を出していくのである???。
また，最近のライフスタイルの変化により，和装離れが深刻になってくるのに伴い，織物の売上
の減少が顕著となってきており，新製品開発が急務の課題となった。そこで1996年に，画期的なブ
ランドを立ち上げている。それが，オリジナル洋装ブランド「Free From」???である。つまり，和装
ブランドである小千谷縮の洋装への応用である。そのコンセプトは，「フリーフロム（～から自由に
なる）」であり，自由で柔軟な思考・行動をする人たち（男）への服づくりをすすめている。その後，
婦人物ブランドや寝装品ブランドへと展開されていくことになり???，小千谷縮のブランド化と多様
化を果たしている。さらに，小千谷織物同業協同組合では，特許庁に対し「小千谷縮」の地域団体
商標としての登録を2006年に出願し，同年12月に特許庁から登録査定を受け，地域団体商標として
認められている。その登録の目的は，模倣品の減少つまり小千谷縮ブランドの保護である。
つまり，小千谷縮の伝統を守るために新たな取組（和装から洋装へ）や地域団体商標登録を利用
して地域ブランドを構築し，地域産業・特産品のブランド化を図っているのである。
５．「地域発のブランド」を利用した地域ブランド構築のあり方―地域ブランドと
しての生き残り戦略と課題―
前章で取り上げた地域団体商標に登録された地域ブランドは，すべて，地域資源を活用した「地
域発のブランド」である。特に，地方には，地域特有の特産物や産業があり，そのような地域資源
を活かした地域ブランド戦略が求められている。しかし，地域団体商標制度が利用できたからといっ
て必ずしも当該地域のブランド価値が上がり，行きたい，買いたい，住みたいと消費者が感じてく
れるわけではない。前述の事例の含意として，地域が生き残っていくためには，地域ブランドを確
立し，ブランド・エクイティを享受できるようになる必要があり，特に，次の３点の戦略に注目す
る必要がある。
第１は，価格ではなく付加価値を重視したブランド戦略を行っていくことである。つまり，「地域
発のブランド」を含む地域ブランドは，そこでしか作れない，そこに行かなければ，味わえない，
買えないとする「オンリーワン」である強みを活かしたブランドであるべきである。第２は，伝統
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を守るにはイノベーション（革新）すべきであり，変化を捉えたブランド戦略である。伝統を守る
ことは，必ずしも古のものをそのまま伝えるのではなく，その時代や消費者のニーズに合わせた戦
略が求められる。つまり，汎用性に着目し，消費者ニーズに合わせたものづくりを行うことで新「地
域ブランド」を構築すべきある。第３は，地域団体商標に登録された地域ブランドは，国からの「お
墨付き」をもらっているため，その権威を活かしたイメージアップ戦略による需要創造が求められ
る。つまり，模倣品ではない「本物」感の演出を如何に行っていくかである。「本物」の良さは，付
加価値を生み出し，それだけでブランド価値を向上させるのに役立つのである。
また，地域団体商標に登録された地域ブランドを活用し，地域活性化に繫げていくためには，地
域住民，地方公共団体，権利主体者（団体）の三者が共通して地域ブランドのことを理解し，利用
し，広報していく活動が必要であり，その戦略手法を権利主体者が構築し，その戦略のもと，他の
二者をコーディネートしていけるかが課題となろう。さらに，地域ブランドの活用が，即地域活性
化に繫がるわけではないため，パブリシティなどを利用した PR活動やイメージ向上のための取組
みが必要である。特に，「地域発のブランド」を活用し，地域活性化に繫げていくためには，何より
も地域住民，地方公共団体，権利主体者（団体）の三者が協力して，地域ブランドを構築していこ
うとする意識と実践が必要となろう。
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15) 越前和紙 福井県和紙工業協同組合 http://www.washi.jp/introduction/main02.html（2009年10月31日アクセス）
16) 同上サイト（2009年10月31日アクセス）
17) 特に，地域観光では，越前和紙の里というエリアを設けて，『和紙の里会館』『卯立の工芸館』『パピルス館』という三
つの施設を中心に，和紙に関する知識を学んだり，越前和紙ができ上がる工程や職人技を見学したり，紙漉きによる和
紙作りを実際に体験できたりと，様々な角度から和紙の魅力にふれることができるようになっている。越前和紙の里
http://www.echizenwashi.jp/features/top.html（2009年10月31日アクセス）
18) 越前和紙 福井県和紙工業協同組合 http://www.washi.jp/trace/（2009年10月31日アクセス）
19) 新潟淡麗倶楽部 http://www.niigata-sake.or.jp/html/about/index.html（2009年10月31日アクセス）
20) 麴は，蒸し米に黄麴菌を植えて造られる。麴は酒母，もろみにいれて米のデンプンを糖化していく役割を果たしている。
21) 酒母とは，蒸し米，水，麴に酵母を加えたもので，もろみの発酵を促す酵母を大量に培養したものである。
22) もろみ造りとは，酒母に麴，蒸し米，水を加えて仕込むことである。
23) 越後桜酒造株式会社檜垣聡氏（副支配人）への聞き取り（2009年８月10日見学実施）による。
24) 次の５項目が指定され技術保存がはかられている。１．すべて苧麻を手うみした糸を使用すること。２．絣模様をつけ
る場合は手くびりによること。３．いざり機で織ること。４．シボとりをする場合は湯もみ，足ぶみによること。５．
しは雪 しによること。小千谷織物同業協同組合 小千谷の布 縮とは http://www.ojiya.or.jp/tijimi 1.html
（2009年11月２日アクセス）
25) 小千谷織物同業協同組合 織物の特徴 http://www.ojiya.or.jp/tokucyou.html（2009年11月２日アクセス），経済産業
省・特許庁，前掲書，62頁。沢口克宏「小千谷縮（新潟県）」安田龍平・板垣利明編著『地域ブランドへの取組み―26
のケース』同友館，2007年，75頁。
26) 小千谷織物同業協同組合 小千谷の布 縮とは，前掲サイト，（2009年11月２日アクセス）
27) 1999年にグッドデザイン賞を受賞している。沢口克宏，前掲書，77頁。
28) 小千谷織物同業協同組合 http://www.ojiya.or.jp/top.php（2009年11月２日アクセス），沢口克宏，同上書，77-78頁。
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